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2.1  分析方針（考え方） 

首都圏 3 環状道路の整備によって企業活動、観光活動、地域経済、土地利用、防災

活動等の分野に与えている影響・効果について、交通流動の観点から以下の 3 ケース

について分析を行う。 
 

 平常時におけるケース 

 行事開催時において実施される交通マネジメントを考慮したケース 

※行事として、2020 東京オリンピック・パラリンピック競技大会（以下、「オ
リ・パラ大会」という）を対象とする。 

 大規模災害によって首都圏広域が被災した際に主要幹線道路の通行規制が 

実施される場合を想定したケース 

 
2.1.1  交通量推計モデル 

分析にあたり、時間帯別・車種別の交通量推計モデルを用いて、各ケースの交通状

況（区間交通量・速度、交通流動：OD 別利用経路）を推計する。なお、交通量推計

に用いる OD 表、道路ネットワークは以下に示すとおり作成した。 
 

 OD 表 

『平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査自動車起終点調査（OD 調査）』

の H27 現況 OD 調査マスターデータを使用し、時間帯別・3 車種別（乗用車、

小型貨物、普通貨物）に作成 

 道路ネットワーク 

デジタル道路地図データベース（DRM-DB、Ver3103）を使用し、圏央道以内

の基本道路（都道府県道以上（高速道路、国道、都道府県道）及びそれ以外で

幅員 5.5ｍ以上の道路など）を対象に作成 
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図 2-1 交通量推計モデルにおける道路ネットワーク 

  



第 2 章 首都圏３環状道路の整備に伴う交通流動の分析（平常時、行事開催時、災害時等） 

2-4 
 

 
本分析で使用した時間帯別・車種別の交通量推計モデルの概要を下表に示す。  

 
表 2-1 交通量推計モデル概要 

 概要  

評価対象範囲  圏央道以内  

交通量配分手法  

利用者均衡配分：  

起終点間に存在する経路のうち，利用される経路の旅行時

間は皆等しく、利用されない経路の旅行時間よりも小さい

か、せいぜい等しいという状態となるように各道路区間の

配分交通量を推計。  

なお、高速道路と一般道路の選択については、高速道路を

通過する際は料金表に応じた料金負荷に相当する所要時間

（車種別の時間価値により換算）が仮想的に追加されるこ

ととなり、これらの総所要時間と一般道路の所要時間を比

較し、バランスを取るように経路配分が実施される。  

道路ネットワーク  

基本道路（都道府県道以上（高速道路、国道、都道府県道）

及びそれ以外で幅員5.5ｍ以上の道路など）  

約15,000リンク（区間）  

各ケースの評価年次の道路整備状況に合わせて設定。  

OD表  

車種  乗用車、小型貨物、普通貨物  

ゾーン  
平成27年度道路交通センサスのＢゾーンをベースに設定。  

1,012ゾーン  
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2.1.2  ケース設定 

平常時、行事開催時、災害時の各ケースを以下に示すとおり設定する。 

 

 平常時におけるケース（2.2） 
行事開催時、災害時のケースとの比較をするベースケースとなるため、時期を以下

に示す２通りで設定した。なお、2020 年 3 月以降のコロナ禍における移動自粛や生

活様式の変化による交通影響（以下、「コロナ交通影響」と表記）を考慮し、2019 年

を対象年次としている。 
 

A) 現況（2019 年 10 月平日平均） →災害時ケースにおける比較ケース 

 OD 表（交通量） 

：H27 センサス現況 OD をベースに対象時期の観測交通量を再現 

 道路ネットワーク：首都高速横浜北西線、小松川 JCT 等未供用 

B) オリ・パラ大会開催時期（2019 年７月平日平均） 

 →行事開催時ケースにおける比較ケース 

 OD 表（交通量） 

：A)での現況再現後に季節変動を考慮して OD 交通量を補正 

 道路ネットワーク：首都高速横浜北西線、小松川 JCT 等供用後 

 

 行事開催時において実施される交通マネジメントを考慮したケース（2.3） 

オリ・パラ大会開催時において実施される交通マネジメントとして、交通需要マネ

ジメント（TDM）、交通システムマネジメント（TSM）、料金施策（RP）が想定され

ており、各施策の効果分析を行うため、施策実施時のケースとして、施策を組合せて

設定し、上記の平常時の B)に対する交通状況の変化を分析することとした。 
また、オリ・パラ大会開催時の一般交通への影響について、交通流動の観点から分

析を行うため、全ての施策が実施されるオリ・パラ開催時と平常時を比較分析するこ

ととした。 
 

 大規模災害によって首都圏広域が被災した際に主要幹線道路の通行規制が実施

される場合を想定したケース（2.4） 

通行規制が実施される主要幹線道路として、首都圏直下地震発生時の道路啓開候

補路線からいくつか路線を選定し、上記の平常時の A)に対する交通流動の変化を分

析することとした。 
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2.2  平常時の交通流動（現況再現） 

2.2.1  A) 現況（2019 年 10 月平日平均） 

現況再現方法 
再現対象箇所は、圏央道内側の高速道路及び一般国道の環状・放射道路の約 200 箇

所として、観測交通量は車両感知器データより集計した。 
「相関係数 0.9 以上」「平均絶対パーセント誤差率（MAPE）25％以内」を目標と

した。 
※MAPE（Mean Absolute Percentage Error）：平均絶対パーセント誤差、もしくは平均絶対

誤差率を表す。誤差の絶対値の差を実測値で割り、100 を掛けてパーセントにして、それを

期間の数で割った値。  
 
 
 
 
 

 
図 2-2 現況再現対象  
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表 2-2 現況再現対象個所 一覧 

 

  

No. 路線名 区間 No. 路線名 区間

1 常磐自動車道 柏IC～谷和原IC 45 一般国道14号 千葉県千葉市中央区登戸５丁目１１

2 東北自動車道 岩槻IC～久喜IC（蓮田SA） 46 一般国道16号 千葉県柏市十余二２７６（若柴）

3 東京外環自動車道 外環浦和IC～川口西IC 47 一般国道16号 千葉県千葉市花見川区横戸町１１９７

4 東京外環自動車道 草加IC～外環三郷西IC 48 一般国道16号 千葉県市原市五井海岸1911-1

5 関越自動車道 三芳SIC～川越IC 49 一般国道51号 千葉県印旛郡酒々井町酒々井１８２６

6 関越自動車道 鶴ヶ島IC～東松山IC 50 一般国道126号 千葉県千葉市若葉区野呂６３４

7 高速６号三郷線 埼玉県八潮市大字木曽根 51 一般国道357号 千葉県千葉市美浜区若葉町１丁目３

8 高速川口線 埼玉県川口市大字新井宿 52 一般国道357号 千葉県船橋市若松２丁目

9 圏央道 入間IC～狭山日高IC 53 一般国道357号 千葉県浦安市富岡1-13-2

10 東関東自動車道 湾岸市川IC～湾岸習志野IC 54 一般国道1号 東京都大田区西馬込2-30

11 東関東自動車道 佐倉IC～富里IC 55 一般国道4号 東京都足立区中央本町1-1

12 館山自動車道 市原IC～姉崎袖ヶ浦IC 56 一般国道4号 東京都足立区平野2-1

13 高速湾岸線 千葉県浦安市舞浜 57 一般国道6号 東京都墨田区東向島6-22

14 京葉道路 船橋IC～花輪IC 58 一般国道6号 東京都葛飾区新宿3-7

15 東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ 木更津金田第一IC～木更津金田第二IC 59 一般国道14号 東京都江東区亀戸6-41

16 中央自動車道富士吉田線 国立府中ＩＣ～八王子ＩＣ間 60 一般国道14号 東京都江戸川区大杉1-11

17 中央自動車道富士吉田線 八王子 ～ 八王子JCT 61 一般国道15号 東京都大田区東蒲田1-11

18 高速11号台場線 東京都港区台場1丁目 62 一般国道15号 東京都大田区仲六郷2-44（上り）

19 高速１号羽田線 東京都港区海岸1丁目 63 一般国道17号 東京都板橋区蓮沼町45-10

20 高速１号羽田線 東京都大田区昭和島２丁目 64 一般国道17号 東京都板橋区舟渡1-9

21 高速３号渋谷線 東京都目黒区青葉台4丁目 65 一般国道20号 東京都世田谷区上北沢4-29

22 高速３号渋谷線 東京都世田谷区用賀２丁目 66 一般国道20号 東京都世田谷区南烏山6-16

23 高速４号新宿線 東京都渋谷区本町1丁目 67 一般国道246号 東京都世田谷区池尻2-31

24 高速４号新宿線 東京都渋谷区本町１丁目 68 一般国道246号 東京都世田谷区用賀2-1

25 高速５号池袋線 東京都豊島区東池袋１丁目 69 一般国道254号 東京都板橋区大山町24-8

26 高速５号池袋線 東京都板橋区蓮根１丁目 70 一般国道254号 東京都板橋区南常盤台2-22

27 高速湾岸線 東京都江東区有明３丁目 71 一般国道357号 東京都江東区夢の島14

28 高速６号向島線 東京都墨田区墨田５丁目 72 一般国道357号 東京都大田区東海1

29 高速７号小松川線 東京都墨田区立川１丁目 73 一般国道20号 東京都国立市谷保５１２８

30 高速９号深川線 東京都江東区潮見１丁目 74 一般国道1号 神奈川県川崎市幸区小向仲野４

31 中央環状線 東京都板橋区板橋４丁目 75 一般国道1号 神奈川県横浜市戸塚区原宿

32 高速中央環状線 東京都足立区扇２丁目 76 一般国道1号 神奈川県中郡大磯町東小磯２８６

33 高速中央環状線 東京都葛飾区堀切１丁目 77 一般国道1号 神奈川県横浜市神奈川区三ツ沢中町６

34 高速１０号晴海線 東京都江東区有明１丁目 78 一般国道15号 神奈川県川崎市川崎区宮前町

35 東名高速道路 東名川崎～横浜青葉 79 一般国道16号 神奈川県横須賀市追浜町1丁目

36 東名高速道路 厚木～秦野中井 80 一般国道16号 神奈川県横浜市金沢区堀口８８

37 東名高速道路 秦野中井～大井松田 81 一般国道16号 神奈川県横浜市中区曙町3-32

38 高速湾岸線 神奈川県横浜市金沢区幸浦１丁目 82 一般国道16号 神奈川県横浜市旭区桐ヶ作１４９２

39 高速１号羽田線 神奈川県川崎市川崎区殿町１丁目 83 一般国道16号 神奈川県相模原市西橋本１－２２

40 横浜新道 今井IC～川上IC 84 一般国道20号 神奈川県相模原市相模湖町与瀬１３１７－１

41 第三京浜 京浜川崎IC～都筑IC 85 一般国道246号 神奈川県横浜市青葉区しらとり台19-7

42 一般国道16号 埼玉県入間市高倉５ 86 一般国道246号 神奈川県座間市栗原４２１１

43 一般国道17号 埼玉県戸田市早瀬 87 一般国道246号 神奈川県厚木市船子１５８０

44 一般国道6号 千葉県松戸市上矢切
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現況再現結果 
日中の時間帯(6～21 時台)で、相関係数 0.8～0.9、平均誤差率 20～50%となり、一

定の現況再現性を確保できた。また、以下の理由で相関係数自体の値は高くなったが、

平均誤差率が全体として高めの傾向となっている。 
作成した OD 表の時間分布は 2015 年（平成 27 年度道路交通センサス時）のもの

であり、観測交通量の 2019 年の時間分布との差異が要因と考えられるが、交通量推

計結果を用いた検討において、観測交通量よりも推計交通量が過小となる場合、実際

の道路交通への影響を過小に評価することとなる。交通マネジメント実施時や大規

模災害時の交通影響を過小評価しないように、特に朝の時間帯の平均誤差率は高め

になるような結果としている。 
なお、次頁以降に、各時間帯の観測交通量と推計交通量の相関図を示す。 

 
表 2-3 現況再現結果（相関係数・平均誤差率） 

時間帯 相関係数 平均誤差率 

6 0.87 51 

7 0.85 69 

8 0.88 51 

9 0.91 41 

10 0.91 32 

11 0.89 28 

12 0.87 26 

13 0.92 27 

14 0.91 26 

15 0.91 24 

16 0.89 26 

17 0.87 30 

18 0.85 26 

19 0.80 32 

20 0.80 31 

21 0.81 35 
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図 2-3 観測交通量と推計交通量の相関図【6 時台】 

 

 

図 2-4 観測交通量と推計交通量の相関図【7 時台】 
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図 2-5 観測交通量と推計交通量の相関図【8 時台】 

 

 

図 2-6 観測交通量と推計交通量の相関図【9 時台】 
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図 2-7 観測交通量と推計交通量の相関図【10 時台】 

 

 

図 2-8 観測交通量と推計交通量の相関図【11 時台】 
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図 2-9 観測交通量と推計交通量の相関図【12 時台】 

 

 

図 2-10 観測交通量と推計交通量の相関図【13 時台】 
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図 2-11 観測交通量と推計交通量の相関図【14 時台】 

 

 

図 2-12 観測交通量と推計交通量の相関図【15 時台】 
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図 2-13 観測交通量と推計交通量の相関図【16 時台】 

 

 

図 2-14 観測交通量と推計交通量の相関図【17 時台】 
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図 2-15 観測交通量と推計交通量の相関図【18 時台】 

 

 

図 2-16 観測交通量と推計交通量の相関図【19 時台】 
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図 2-17 観測交通量と推計交通量の相関図【20 時台】 

 

 

図 2-18 観測交通量と推計交通量の相関図【21 時台】 
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2.2.2  B)オリ・パラ大会開催時期（2019 年７月平日平均） 

推計方法 
A)現況（2019 年 10 月平日平均）の再現結果に基づき、オリ・パラ大会開催時期

（7 月）の季節変動を考慮して、以下に示す１都３県及び東京都 23 区内の代表断面

から算出した季節変動値を用いて OD 表を拡大補正した。 
 
＜季節変動の補正値＞ 
 １都３県内内 OD：東京都 1.01、埼玉県 1.04、神奈川県 1.03 
 東京都 23 区内内 OD：1.02 

 
また、オリ・パラ大会開催時には、首都高速横浜北西線、小松川 JCT 等の供用後

のため、道路ネットワークは A)現況再現ケースにそれらの路線・区間を追加した。 

 
推計結果 

上記の方法により推計した、オリ・パラ大会開催時の交通マネジメント施策の効果

評価や一般交通への交通影響分析にあたり、比較ケースとなる平常時の交通状況と

して、朝ピーク 8 時台、夕ピーク 17 時台の速度ランク図を以下に示す。 
 

図 2-19 オリ・パラ大会開催時期における通常時の交通状況 
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2.3  行事開催時の交通流動の分析 

2.3.1  交通マネジメント施策の効果分析 

分析方法 
1) 交通マネジメント施策の内容 
オリ・パラ大会開催時において実施される交通マネジメント施策（TDM、TSM、

RP）の内容は、2019 年夏の試行における以下に示すものを想定する。 
 

 
図 2-20 オリ・パラ大会開催時期における TDM 実施概要（2019 年夏の試行時） 

 

 
図 2-21 オリ・パラ大会開催時期における TSM 実施概要（2019 年夏の試行時） 
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図 2-22 オリ・パラ大会開催時期における RP 実施概要 

 
2) ケース設定 
上記で示した各交通マネジメント施策の効果を分析するため、以下に示すとおり、

各施策を組合せた３ケースの交通量推計を実施した。 
ここで、ケース①において、TDM による効果について、目標とされている一律 10％

減、およびコロナ交通影響を考慮して、効果がより発現した場合の想定として 15％
減の２パターンを想定した。 

 
① TDM：OD 総量一律減少［２パターン：10％、15％(コロナ交通影響で効果が

より発現した場合の想定)］ 

② TDM［１パターン］＋TSM：閉鎖する入口や流入調整する本線料金所、環七

等での通行規制される区間の交通容量を変更［１パターン］ 

③ TDM［１パターン］＋TSM［１パターン］＋RP：車種別・時間帯別に首都高

速道路の追加料金を設定［１パターン］ 
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3) 分析内容 
各ケースによる交通量の変化は下図のとおり想定される。このような交通量変化

により、大会関係者輸送の定時性確保の効果については輸送ルートである首都高速

道路および NEXCO 道路（一部）、一般交通への影響については一般道路、それぞれ

の渋滞損失時間の現況に対する変化により、各交通マネジメントによる効果を分析

した。 

 

 

図 2-23 交通マネジメント施策による交通量の変化イメージ 

 
分析結果 

1) 高速道路（大会関係者輸送ルート）の渋滞状況 
各ケースにおける朝ピーク８時台、夕ピーク 17 時台の速度ランク図を次頁以降に

示す。 

 

一般道
＋高速道路 TSM比較

交通量 TDM

RP

現況 ケースB)

一般道
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a. ケース① TDM：OD 総量一律減少［10％、15％］ 

 

 
 

図 2-24  TDM による東京圏（高速道路）の渋滞状況の変化 
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b. ケース② TDM［10％］＋TSM 

 

 
 
 

図 2-25  「TDM＋TSM」による東京圏（高速道路）の渋滞状況の変化 
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c. ケース③ TDM［10％］＋TSM＋RP 

 

 
 

図 2-26  「TDM＋TSM＋RP」による東京圏（高速道路）の渋滞状況の変化 
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2) 交通量（走行台キロ）の変化 
 

 

 

 
図 2-27 交通マネジメント施策による交通量（走行台キロ）変化 
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3) 渋滞損失時間の変化 
 

 

 

 
図 2-28 交通マネジメント施策による渋滞損失時間の変化 
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2.3.2  一般交通への影響（交通流動）分析 

分析方法 
現況とオリ・パラ大会開催時の交通マネジメント施策 (ケース③「TDM＋TSM＋

RP」 ）実施時について、下図に示すとおり、一般交通（車種別）の交通流動として、

物流交通（車種：小型貨物・普通貨物）の外環外側の放射路線利用断面、都内物流拠

点発着の交通流動、首都圏の観光地発着の交通流動等を整理・比較した。 
なお、整理対象とした放射路線利用断面、都内物流拠点、首都圏観光地は次頁に示

す。 
 

 

 
図 2-29 交通流動の変化の整理イメージ 
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図 2-30 整理対象の断面・発着地（ゾーン） 
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分析結果 

1) 観光地発着の交通 

 

 
図 2-31  オリ・パラ大会開催時の交通マネジメント実施による交通流動の変化【観光発着地交通、８時台】 
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2) 物流交通 

 

 
図 2-32  オリ・パラ大会開催時の交通マネジメント実施による交通流動の変化【物流交通、８時台】 
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3) 参考：経路変更した OD の利用経路例 
 

 

図 2-33 経路変更した OD の利用経路例１【観光地発着の交通、８時台】 

 

図 2-34 経路変更した OD の利用経路例２【観光地発着の交通、８時台】 

  



第 2 章 首都圏３環状道路の整備に伴う交通流動の分析（平常時、行事開催時、災害時等） 

2-31 
 

 

図 2-35 経路変更した OD の利用経路例３【観光地発着の交通、８時台】 

 

図 2-36 経路変更した OD の利用経路例４【物流交通、８時台】 
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2.4  災害時の交通流動の分析 

分析方法 
1) ケース設定 
災害時の通行規制が実施されたケースと比較するのは、A)現況（2019 年 10 月平

日平均）とする。 
また、大規模災害時に通行規制が実施される緊急輸送道路等の主要幹線道路とし

て、首都圏直下地震発生時の道路啓開候補路線うち、路線をいくつか選定した。 

 

 
図 2-37 首都圏直下地震発生時の道路啓開候補路線 

出典：首都直下地震道路啓開計画（改訂版）   
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通行規制区間は、液状化の可能性が高い地域の「東京外環(千葉区間)～首都高

中央環状線間」の道路啓開候補路線の３区間（①～③）とし、通行規制内容は両

方向１車線規制（２車線区間）あるいは２車線規制（３車線区間）を想定した。 
 

 

図 2-38 道路に関する主な潜在的リスク情報 

出典：首都直下地震道路啓開計画（改訂版）  
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図 2-39 通行規制実施区間 
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2) 分析内容 
現況で通行規制区間を利用していた交通について、通行規制時に経路転換による

迂回（交通流動の変化）が見られるか、また、通行規制よる交通影響として、通行規

制区間を利用していた交通、あるいは迂回した交通の発着地（OD）別平均所要時間

の変化割合を分析した。 
ここで、経路転換する交通の抽出方法について、まず、現況ケースにおいて、通行

規制区間の交通流態（OD 別の利用経路）から、通行規制区間を利用している交通の

発 OD を把握する。次に、特定した OD について、通行規制実施ケースにおける利用

経路を把握することで、経路転換している交通（OD）を抽出する。 
また、OD 別の平均所要時間については、交通量推計結果において同一 OD の複数

の利用経路が存在するため、各利用経路の交通量で重み付けして算出している。 
 
分析結果 

次頁以降に、以下に示す各通行規制実区間について、朝ピーク８時台、夕ピーク 17
時台の通行規制区間の方向（８時台は上り方向、17 時台は下り方向）別に、交通流

動と OD 別平均所要時間の変化について分析した結果をとりまとめたものを示す。 
 
 ケース① 首都高速６号線三郷線 

 ケース② 首都高速７号小松川線 

 ケース③ 首都高速湾岸線 
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1) ケース① 首都高速６号線三郷線 

a. 朝ピーク８時台 

 
図 2-40  通行規制実施による交通流動の変化【通行規制区間：首都高速６号線三郷線、８時台】 
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図 2-41  通行規制実施による OD 別平均所要時間の変化【通行規制区間：首都高速６号線三郷線、８時台】 
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b. 夕ピーク 17 時台 

 
図 2-42  通行規制実施による交通流動の変化【通行規制区間：首都高速６号線三郷線、17 時台】 
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図 2-43  通行規制実施による OD 別平均所要時間の変化【通行規制区間：首都高速６号線三郷線、17 時台】 
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2) ケース② 首都高速７号小松川線 

a. 朝ピーク８時台 

 
図 2-44  通行規制実施による交通流動の変化【通行規制区間：首都高速７号小松川線、８時台】 
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図 2-45  通行規制実施による OD 別平均所要時間の変化【通行規制区間：首都高速７号小松川線、８時台】 
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b. 夕ピーク 17 時台 

 
図 2-46  通行規制実施による交通流動の変化【通行規制区間：首都高速７号小松川線、17 時台】 
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図 2-47  通行規制実施による OD 別平均所要時間の変化【通行規制区間：首都高速７号小松川線、17 時台】 
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3) ケース③ 首都高速湾岸線 

a. 朝ピーク８時台 

図 2-48  通行規制実施による交通流動の変化【通行規制区間：首都高速湾岸線、８時台】 
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図 2-49  通行規制実施による OD 別平均所要時間の変化【通行規制区間：首都高速湾岸線、８時台】 
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b. 夕ピーク 17 時台 

 
図 2-50  通行規制実施による交通流動の変化【通行規制区間：首都高速湾岸線、17 時台】 
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図 2-51  通行規制実施による OD 別平均所要時間の変化【通行規制区間：首都高速湾岸線、17 時台】 
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